





















細胞はglass-bottomedcultu陀 dish内で 2%FBSを含む α-MEMを加えて培養した後、細胞内
カルシウムインジケーターであるIndo-lAMを取り込ませ、 ACAS570にてC泊の経時的変化
を追った。また、分化の指標としてアルカリフォスファターゼ (ALPase)活性、オステオ
カルシン遺伝子の発現を調べた。さらにC出の上昇の機序を検討するために分画VIの細胞
のカルシウムチャンネルモジュレーターによる影響、カルシウム感受性レセプター遺伝子
の発現を調べた。
{結果および結論1
1 )分画Iの細胞は細長く、紡錘形をしており、線維芽細胞と思われる形態、をしていた。
分画Hから分画IVの細胞は星状あるいは多角形をしており、骨芽細胞と思われる形態、
をしていた。分画VIの細胞は大きさが小さく、細胞突起を多数出しており、成熟した
骨細胞と思われる形態をしていた。
2 )骨芽細胞の分化のマーカーであるALPase活性、オステオカ lレシン遺伝子の発現は分画
IIで最も高く、骨芽細胞の性質を示した。
3 )細胞外カルシウム(Cae)の上昇に対する感受性は分化に伴って上昇し、分画VIが最も
高かった。
4)分画VIの細胞はCaeの濃度に依存して即時的にC心が上昇し、 1.0mM以上の濃度より観
察された。この上昇は膜脱分極や電位依存性カルシウムチャンネルに依存しなかった。
5 )分画VIの細胞にカルシウム感受性レセプター遺伝子の発現がみられた。
以上の結果より、ラット骨芽細胞から骨細胞への分化に伴いカルシウム感受性レセプタ
ーが発現し、Caeの変化に応答することが明らかとなった。


















































